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深川東京モダン館の情報誌 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モダン館だより 
深川東京 

 本格的な梅雨を迎え、夏本番が待ち遠しくなる今日このごろですが、古石場川親水公園では紫陽花が
満開となっています。モダン館も玄関前の紫陽花が今や盛んと咲いております。東京管区気象台が出し
ている平年の梅雨明けは 7月 21日頃としています。7月 16日の海の日を過ぎれば、一気に夏本番となる
のでしょうか。近年は、温暖化などの影響もあり、梅雨時の雨の降り方も趣が変わったような感じも受
けます。 
 館では、最近お土産物の手拭いを夏仕様、「スイスイ金魚」と「麻の葉文様」に替えました。金魚養
殖はかつて低地帯であった江東区域でも盛んに行われていました。其の後、関東大震災以降は荒川東岸
の江戸川区などへと移っていきます。江戸時代後期には、町人の身近な観賞魚として珍重された金魚は、
目に涼しげな印象を与えてくれます。 
また、麻の葉文様は日本独自のデザインで、正六角形を基

調としています。麻は日本古来からある植物で、衣類や縄な
どに用いられています。また、数ヶ月の間に急速に成長する
こと、まっすぐに伸びることから子供の産着に使われる風習
があります。 
 今月のモダン館は、子供向けのワークショップ「ふかニコ
カフェ」が開催されます。楽しい音楽や絵画、踊りを身近に
親しんでもらえるイベントとなっておりますので、ご家族で
ふるってご参加下さい(詳細は 2 面をご覧下さい)。また、天
候不順な梅雨時は遠出をせず、近場の門前仲町周辺をモダン
館のスポットガイドの案内で歩いてみると、ちょっとした旅
行気分を味わえることでしょう。 

月 火 水 木 金 土 日 

      1 

喫茶にちよう 
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休館日 

3 4 5 6 

おきがる講座 

7 

劇団儚組展覧会 
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劇団儚組展覧会 
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休館日 

10 11 12 13 14 

ふかにこカフェ 

15 

 

16 海の日 

※開館日 

17 

休館日 

18 19 20 

おきがる講座 

21 

モダンな食堂 

22 

モダンな食堂 

23 

休館日 

24 25 26 

喫茶にちよう 

27 

喫茶にちよう 

28 

圓橘の会 

29 

講演会竹久夢二 

30 

休館日 

31 

臨時休館日 

     

開館時間 10：00-18：00（金・土曜日は 19時まで） 

 

7月のカレンダー 

平成 24年 7月 第 2号 

 
モダン館入り口の紫陽花 
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７月の催し物 

第 301回  共催 

 
7月 28 日（土）15 時～（開場 14 時半） 
 
出 演 三遊亭圓橘・きつつき・橘也 
演 目 一、プールにて 新作 

    一、夏の医者 自然と人間の絆 

料 金 予約 2,000 円 当日 2,500 円 

※お申込みはお電話 03-5639-1776 

または info@fukagawatokyo.com まで 

モダンに親しむ講演会 知られざる夢二 主催 

7 月 29 日（日）14 時～16 時 

社会主義者の団体である「平民社」の機関誌にコマ絵(カット)を描いたことが

画家・竹久夢二の出発点です。「足尾騒擾事件」に着目し、署名のない『法律新

聞』のコマ絵を紹介しながら社会派の画家としての側面を述べます。 

講 師 西 恭子（女子美術大学） 

料 金 1,000 円 

※お申込みはお電話 03-5639-1776 または info@fukagawatokyo.com まで 

モダンな食堂へようこそ 主催 

7 月 21 日（土）・22 日（日） 11 時半 ～ 16 時 

国登録有形文化財建造物の「モダン」な食堂で、大正、昭和の 

カフェーメニューレシピを再現！ 

今月のレシピは 「チキン・ライス、エッグスオムレツ」です 

限定 20 食（各日・なくなり次第終了となります） 

料金 1,000 円（デザート、ドリンク付） 

 

おきがる講座 主催 

コーヒーを飲みながら江東区の歴史、「歴史」「近代」とは何

か、また食の歴史についてお話しします。 

Salon de ふかがわ 7 月 6 日（金）14 時～ 16 時 

内 容 越中島の成立と東京海洋大学 

講 師 龍澤 潤(深川東京モダン館) 

Salon de モダン 7 月 20 日（金）14 時～ 16 時 

内 容 世界史を学び直そう～大航海時代 

講 師 渡 辺 賢 一 郎（深川東京モダン館） 

料 金 各回 500 円（1 ドリンクつき） 

申 込 当日館にお越しください 

貸館  劇団「儚組」エキシビジョン 

『亡きムヂリニ博士の展覧会』 

私的な欠如による欠落した世界の完全性を、 

18 点の作品群で観測する詩的美術展 

7 月 7 日(土) 13：30、15：00、16：30 

7 月 8 日(日) 11：30、13：00、14：30 

入場料 2,800 円（高校生以下 2,000 円）日時指定の予約制 

ご予約・お問い合わせ 090-2146-9044 

詳しくは http://www.geocities.jp/hakanaweb/ 

写真は 6 月開催分「ポークボール」です 

※主催・共催 当館主催または共催の催し物です。 

※貸館 貸会議室・多目的スペース（4 ページ）をご利用い

ただく方による催し物です。 

 

ふかにこカフェ 共催 

「食、絵、歌」のプロが集結し「見て、触って、

歌って、感じて、味わう」という新しいタイプの

体験型紙芝居をします。 

7 月 14 日（土）11：00～・13：30～（2 回公演） 

おとな 700 円（1 ドリンク付） 

こども 300 円（1 おかし付） 

各回子供 20 人まで  

申込期間：6 月 26 日～7 月 12 日 

※11 時の回は満員のため受付終了しました。 

※対象年齢 0 歳～小学生までです。保護者同伴でお越しください。 
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深川東京モダン館を知り 3 年の歳月が過ぎました。私ははじめ小さな団体や NPO グループに加わり、街歩

きのガイドを行っておりました。深川発祥イベントでは深川神明宮の社務所に集まり、洲崎十万坪の開発や深

川八郎右衛門の業績をたどりました。又、「お花まつり」にあわせたイベントでは、芭蕉記念館、深川江戸資

料館、都現代美術館を、「八郎右衛門号」と名付けたバスで巡回するなど、街起こしに奮闘してまいりました。 

ほかにも、芭蕉旅立ちの日にあたる 5 月 16 日には、内部河川をめぐる「船逍遙」イベントを 5 年連続で開

催しました。深川高橋船着場より屋形船を出して千住・草加といった「奥の細道」のはじめのコースをめぐり

ましたが、船の中での講座や句会も好評でした。 

鬼平ゆかりの街歩きは、江戸時代の奉行が越中島、深川、本所、向島に至る広範囲を取り締っていたことを

楽しく学ぶイベントでした。赤穂浪士の討ち入りの帰途をたどるイベントでは、浪士が休息した永代橋近くの

乳熊味噌から街歩きを開始し、本所松坂町の吉良邸跡を見たのち、両国船着場から屋形船に乗って、船中で講

座を催し、芝の金杉橋を経て高輪の泉岳寺に向かいました。早朝より夕方まで一日中歩き回った記憶が有りま

す。江東区だけでなく、墨田区、港区のガイドさんたちとも一緒に回り、船着場使用にあたっては江東区、港

区、東京都からそれぞれの許可を取りましたが、このような広範囲のイベントは、準備も大がかりです。 

思い起こせば予測できないトラブルもありました。東日本大震災では豊洲水門が自動的に閉まり船のイベン

トが中止となりました。内部河川をめぐる「船逍遥」イベントでは、潮の上昇で船の屋根と橋がぶつかり航行

不能となったため、参加者全員に上陸してもらいタクシーで森下まで移動するといったこともありました。 

このように、ガイドツアーとして色々なイベントを経験してまいりましたが、そうした経験を踏まえたうえ

で、私はここ深川東京モダン館発の街歩きツアーの特色を改めて感じております。第一に、ここは深川南部の

ガイドツアーとして交通の便がとてもよい場所にあります。第二に、近隣に多くの史跡があることです。こう

した見所をまわるための街歩きコースが「深川門仲ご利益コース」、「深川佐賀町・永代橋コース」、「深川寺町・

深江戸コース」、「深川芭蕉コース」など、豊富に用意 

されております。第三に、みなさんをご案内するのは、

文化財ガイド員の OB である先輩をはじめとした、多

くの経験豊富なガイドであることです。このような好

条件を活かして、気軽に一時間程度のコースをお選び

いただき、街歩きすることができるのです。区のボラ

ンティアガイドと館の職員とが大いに協力して、モダ

ン館を中心とした地域の活性化を目指しておりますの

で、みなさん、是非ご活用ください。 

（文 江東区文化観光ガイド 平野孝夫） 

深川東京モダン館では、江東区文化観光ガイドによる館内のご案内（10時～16時）およびご希望に

よりモダン館周辺のまちあるきツアー（1時間程度、11時・14時出発）を行っております。 

※諸事情によりガイド不在の場合がございます。 

 

モダン館ボランティアガイドだより② 

モダン館と深川南部の気軽な観光ガイド 
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「深川東京モダン館だより」第 2 号（平成 24 年 7 月 1 日） 

発行 深川東京モダン館  

〒135-0048 東京都江東区門前仲町 1-19-15 

TEL 03-5639-1776    FAX 03-5620-1632 

Mail  info@fukagawatokyo.com 

ホームページ www.fukagawatokyo.com 

開館日および開館時間 

10：00-18：00（金・土曜日は 19 時まで） 

休館日：月曜日 ※7 月 31 日（火）は臨時休館日です。 

（月曜日が祝日の場合、翌火曜日が休館となります）。 

※なお、年末年始、展示替え等のための臨時休館があります 

貸会議室・多目的スペース 

深川東京モダン館では 2 階の多目的スペースと会議室をお貸し出ししています。ミーティングやイベ

ントを行うスペースなどにご利用ください。 

◆会議室 

利用日時：開館日時 利用例：社内ミーティング、商談、お花・書道・語学の教室等 

◆多目的スペース 

利用日時：開館日時 利用例：ギャラリー、イベント、社内研修、演劇の公演、講演会、教室等 

 

 
多目的スペース 

販売物 

深川東京モダン館 1 階で

は、まちあるきに役立つ

ガイドブックや江東区の

文化財ガイドなどを販売

しています。 

・『まちあるき観光ガイド』

（100 円） 

・『おさんぽ案内帖』（100 円） 

・『江東区の文化財』(各 500 円) 

・江東区の名所を描いた絵は

がき（各種 1 枚 100 円・セ

ット割引あり） 

・その他、Ｔシャツ、てぬぐ

い、江戸切子など。 

百圓珈琲 

深川東京モダン館 1F

カウンターでは 100 円

のコーヒーをご提供し

ております（喫茶にち

ようの営業日を除く）。

ホットコーヒー2 種、そ

してこの季節にぴった

りの「ひやし」。まちあ

るきの休憩時や会社の

お昼休み中の一服にど

うぞ。 

喫茶にちよう 

深川東京モダン館 2F で不定期に営業している

喫茶店です。美味しいコーヒーと米粉スイーツ、

そしてきまぐれカレーランチをご用意して皆様

のご来店をお待ちしております。 

http://nichiyou.net/wp/ 

・にちよう珈琲 

・にちよう紅茶 

各 300 円 

・きまぐれカレー 

ランチ 

単品 700 円 

セット 900 円（ドリンク付き） 

 
会議室 

※料金、ご予約（ご利用日の半年前から受

付）、詳細については、お電話またはメー

ルにてお問い合わせ下さい。 

※スクリーン、プロジェクターなど機器類

のお貸し出しもしておりますのでご相談

ください。 

 

 

 

写真はイメージです 


